
2018 年度第 2 回日本語教育研修会《特別講演会》 【台北・台中】 
 

テーマ 日本語の研究と教育に役立つコーパス調査の方法 

講  師 砂川 有里子先生（国立国語研究所 客員教授） 

対  象 台湾の日本語教育関係者 

使用言語 日本語 

会場 

日時 

【台北会場】2018 年 11 月 13 日（火）10:10～12:20（受付:10:00） 

台湾大学（台北市大安区羅斯福路四段一号）綜合教學館（教室番号は 11/5に確定） 

【台中会場】2018 年 11 月 15 日（木）15:10～17:20（受付:15:00） 

靜宜大学（台中市沙鹿區臺灣大道 7段 200號）伯鐸樓(外語學院)4階 421 番教室 

 

概  要 

（講師からの 

メッセージ） 

現在､日本の国立国語研究所では、KOTONOHA 計画という日本語データベースの整備計

画が進められています。これによって、平安時代から現代までのコーパスが整備され，言語

の地域的・時代的な多様性、レジスターの違いによる言語使用の規則性など様々な現象の

分析に役立てられています。また，日本語教育の分野でも，母語話者や学習者の日本語の

分析に利用され、レベルや母語によって異なる課題の発見など、直観では気づきにくい問題

が次々に明らかにされています。 

そこで、この講演では国立国語研究所が開発した「現代日本語書き言葉均衡コーパス

（BCCWJ）」と「多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）」を活用した日本語研究と

日本語教育の研究事例を紹介し、これら 2つのコーパスの使い方について説明します。この

機会に、これまでコーパスを使ったことのない方々にもコーパスを身近に感じていただき、コ

ーパスを使った日本語や日本語教育の研究を試みていただきたいと考えています。 

 申込方法 

【台北会場】：台湾大学 https://japan.ntu.edu.tw/ch/speech20181113 

【台中会場】：静宜大学 http://activity.pu.edu.tw/actnews/content.php?Sn=229 

にてお申し込みください。 

会場の関係から，先着順でお申し受け致します。 

万が一、11月 8 日（木）までに通知が来ない場合は、下記までお問い合わせください。 

皆様からのお申し込みをお待ちしております。 

問い合わせ先 

【台北会場】台湾大学日本語文学科事務室 02-3366-2789  japanese@ntu.edu.tw 

【台中会場】靜宜大学日本語文学科事務室 04-2632-8001 (内線：12011) aihua@pu.edu.tw 

【台北・台中会場共通】日本台湾交流協会台北事務所 TEL 02-2713-8000  (内線：2431) 

 備  考 

■駐車場について  

【台北会場】無料駐車場のご用意はございませんので、会場にはできるだけ公共交通機関

でお越しいただきますようお願いいたします。 

【台中会場】無料駐車場のご用意がございますので、お車でお越しの方は，お気軽にご利

用いただけます。 

 

https://japan.ntu.edu.tw/ch/speech20181113
http://activity.pu.edu.tw/actnews/content.php?Sn=229

